
期末テストまで 1か月となった５月 18 日。全

校集会で、「学習したことが定着する学習法」に

ついて考えました。 

その結果、つぎのことを確認しました。 

➀

 

 

 

 

 

 

 

音楽の時間、リズムの学習。最初に楽譜を見て、

説明を聞いてインプット。自分で楽譜を書き、実際

にリズムをたたいて体験してアウトプット。覚え

たリズムをグループでやってみたあと、クラシッ

クの曲を、リズムを確かめながら鑑賞しました。体

が自然にリズムをきざみ、深い学びが実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科の時間。顕微鏡の仕組みと使い方を、説明

を聞いてインプット。次は、一人一台の顕微鏡を

使い、実際に自分で調節ねじを回しピントを合わ

せてアウトプット。ふだんは目にみえないくらい

小さな生物が、命いっぱいに生きていることを実

感します。体験を通して、顕微鏡の仕組みもしっ

かりとインプットされていきます。

基里中では、学習の定着に効果があるといわれ

る３回の復習を、次のように行っています。 

➀
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道徳の時間。「自分だったらどうするか」と問

われ、自分との関わりでとらえて考えたことを、

伝え合い話すことでアウトプット。そのときに

「この意見はどんな考え方からか」「自分と同じ

ところ、違うところはどこか」など、道徳の価値

だけでなく、互いの理解も進み、多面的・多角的

な視点へとつながります。 

家庭では、アウトプットの学習➅を多くしよう！ 


